
※１新世会の海老原議員は、採決時に退席。※２新志会の山崎議員は賛成。
※３創成会は２議席削減を提案しましたが、否決されました。
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議員・特別職の期末手当引き上げ条例

開発事業における事前協議の手続き等に関
する条例（原案）

つくばエクスプレス駅の自転車駐輪場料金
の引き下げに関する陳情書

公立幼稚園に関する陳情書①（東幼稚園存続）

議員定数削減条例

日本
共産党 新世会 創成会 公明党 新志会 社民・

市民連合 民主党 結果
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１月１５日（日）　午後１時半～
南流山センター　ホール

主催●日本共産党流山市委員会
　　　日本共産党流山市後援会 会費：500円
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日　時

　

自
民
党
は
新
憲
法
草
案
を
発

表
。
九
条
二
項
を
な
く
し
て
、

ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
戦
争
す
る

国
へ
と
踏
み
だ
し
ま
し
た
。
民

主
党
の
新
代
表
は
、
自
民
党
よ

り
も
タ
カ
派
の
発
言
で
批
判
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

大
江
健
三
郎
さ
ん
ら
９
名
が

呼
び
か
け
た
「
九
条
の
会
」
は
、

全
国
で
３
６
０
０
を
こ
え
る
草
の

根
の
運
動
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

流
山
市
で
も
昨
年
、
「
九
条

の
会
・
流
山
（
準
備
会
）」
が

誕
生
。
思
想
信
条
の
違
い
を
乗

り
越
え
、
幅
広
い
取
り
組
み
に

と
活
動
し
て
い
ま
す
。
１
月
29

日（
土
）に
は
、
「
九
条
の
会
」

事
務
局
長
の
小
森
陽
一
氏
を
招

い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
も
講
演
会
の
成

功
と
、
「
会
」
の
発
展
に
力
を

尽
く
し
ま
す
。

議員定数４議席削減議員定数４議席削減議員定数４議席削減市民と市政のパイプ

        ますます細く
市民と市政のパイプ

        ますます細く
市民と市政のパイプ

        ますます細く

 

12
月
議
会
で
、
自
民
保
守

派
、
公
明
が
定
数
を
４
削
減

す
る
条
例
を
提
案
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

「
単
純
な
定
数
の
一
律
削

減
論
は
適
当
で
は
な
い
」
と

都
道
府
県
議
会
制
度
研
究
会

も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
市
民

の
声
を
ま
す
ま
す
市
政
か
ら

遠
ざ
け
る
も
の
で
す
。
「
議

員
を
減
ら
し
て
報
酬
を
上
げ

る
の
か
」
と
の
質
問
に
は
明

確
に
答
え
ず
、
賛
成
討
論
し

た
議
員
は
「
議
員
報
酬
を
上

げ
る
べ
き
」
と
本
音
を
語
り

ま
し
た
。

　

市
民
と
の
パ
イ
プ
を
細
く

し
て
自
分
た
ち
の
報
酬
を
引

き
上
げ
る
の
で
は
、
本
末
転

倒
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
般
職
員
は
賃
下
げ
な
の
に

市
長
・
助
役
、議
員
は

一
時
金
を
上
げ
る
と
は
…

　

議
員
な
ど
の
期
末
手
当
を

引
き
上
げ
る
条
例
が
、
日
本

共
産
党
以
外
の
賛
成
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
職
員
が

賃
下
げ
と
な
る
中
、
市
民
や

市
職
員
に
説
明
が
つ
き
ま
せ

ん
。

　

柏
市
で
は
、
議
会
が
市
長

に
要
請
し
引
き
上
げ
を
見
送

り
に
。
我
孫
子
市
で
も
、
見

送
っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
新
し
い
年
を
ど

の
よ
う
に
迎
え
ら
れ
た
で
し
ょ

う
か
。

　

政
府
は
「
景
気
は
回
復
し
つ

つ
あ
る
」
と
言
い
ま
す
が
、
儲

か
っ
て
い
る
の
は
大
企
業
だ
け
。

庶
民
の
く
ら
し
は
、
小
泉
内
閣

が
す
す
め
る
『
構
造
改
革
』
の

も
と
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

相
変
わ
ら
ず
の
就
職
難
と
所

得
の
目
減
り
。
生
活
保
護
世
帯

が
１
０
０
万
世
帯
を
突
破
し
、

年
金
は
月
わ
ず
か
数
万
円
と
い

う
お
年
よ
り
も
増
え
て
い
ま

す
。

　

こ
ん
な
時
に
、
定
率
減
税
の

廃
止
や
消
費
税
の
大
増
税
、
そ

し
て
市
政
で
は
国
保
料
・
介
護

保
険
料
の
引
き
上
げ
な
ど
、
許

せ
ま
せ
ん
。　

　

最
近
の
世
論
調
査
で
は
「
増

税
は
ご
め
ん
だ
」
と
、
小
泉
支

持
率
が
急
降
下
。
流
山
市
で
も
、

『
生
活
と
健
康
を
守
る
会
』
が

発
足
す
る
な
ど
、
く
ら
し
を
守

れ
と
の
反
撃
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
今
年
も
み

な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
く

ら
し
を
守
る
政
治
の
実
現
の
た

め
に
が
ん
ば
る
決
意
で
す
。

【
２
０
０
５
年
の
実
績
】

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
昨

年
も
議
会
で
の
取
り
組
み
を
中

心
に
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

●
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
を

６
歳
ま
で
に
拡
充

●
国
保
医
療
費
軽
減
策
の
検
討

を
約
束

●
戦
争
を
正
当
化
す
る
教
科
書

を
不
採
択
に

●
初
石
駅
ト
イ
レ
の
水
洗
化

●
生
活
保
護
費
を
窓
口
支
給
か

ら
振
込
み
へ
。
制
度
の
パ

ン
フ
改
善

●
地
域
職
業
相
談
室
の
設
置

●
全
小
中
学
校
の
耐
震
診
断
実

施
と
東
深
井
小
・
新
川
小
・

常
盤
松
中
・
北
部
中
の
耐

震
補
強
工
事
実
施

●
学
校
給
食
調
理
業
務
の
民
間

委
託
拡
大
を
ス
ト
ッ
プ

●
公
立
幼
稚
園
存
続
を
求
め
る

陳
情
採
択
に
尽
力

　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
な
ど

流
山
で
も
一・
二
九
講
演
会

（
九
条
の
会
・
流
山
準
備
会
）主
催

流
山
で
も
一・
二
九
講
演
会

（
九
条
の
会
・
流
山
準
備
会
）主
催

九
条
ま
も
れ
の
共
同
を
大
き
く
日本共産党

日本共産党くらしを守る市政をくらしを守る市政をくらしを守る市政を
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旧
清
美
園
の
解
体
・

撤
去
を
安
全
に

身
近
な
要
求
実
現

身
近
な
要
求
実
現

実
現
へ
大
き
く
前
進

南
柏
西
口
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

安
西　

孝
之

小
山
小
わ
き
Ｔ
字
路
に

信
号
機
設
置

三
輪
野
山
・
和
田
堀
の

浚
渫
を
実
施小

田
桐
た
か
し

い
ぬ
い
紳
一
郎

高
野　

と
も

　

新
線
沿
線
の
開
発
は
、
事

業
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
ま
す
。

市
施
工
の
西
平
井
鰭
ヶ
崎
地

区
で
は
、
今
年
度
の
宅
地
販

売
実
績
で
試
算
す
る
と
16
億

円
超
の
赤
字
も
。

　

し
か
し
、
自
民
保
守
派
の

「
も
っ
と
税
金
投
入
を
」
と

の
質
問
に
、
市
長
は
「
積
極

的
な
補
助
金
導
入
と
繰
入
の

増
額
を
す
る
」
と
発
言
。
時

代
遅
れ
の
開
発
競
争
に
ま
い

進
し
て
い
ま
す
。

　

巨
額
の
借
金
が
見
込
ま
れ
、

自
然
を
破
壊
す
る
開
発
を
こ

の
ま
ま
促
進
し
て
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

い
ま
こ
そ
、
根
本
的
に
見

直
し
、
税
金
の
ム
ダ
使
い
を

や
め
る
べ
き
で
す
。

新
線
沿
線
巨
大
開
発

見
通
し
の
な
い
開
発
に

　
　

新
た
な
税
金
投
入
も
…

見
通
し
の
な
い
開
発
に

　
　

新
た
な
税
金
投
入
も
…

　

12
月
議
会
に
「
開
発
事
業
に

お
け
る
事
前
協
議
の
手
続
き
等

に
関
す
る
条
例
」
が
市
当
局
か

ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
乱
立
や
住
民

無
視
の
開
発
が
問
題
と
な
る
な

か
、｢

説
明
会
を
開
い
て｣｢

住

環
境
を
壊
さ
な
い
で｣

な
ど
の

世
論
と
運
動
が
つ
く
り
だ
し
た

成
果
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
日
本
共
産
党
以

外
の
会
派
が
「
あ
た
か
も
住
民

の
権
利
が
増
し
た
か
の
よ
う
に

受
け
取
れ
る
」
な
ど
と
し
て
、

住
民
要
求
で
あ
る
説
明
会
の
開

催
義
務
な
ど
の
条
項
を
削
除
し

ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
市
が
提
案

し
た
原
案
に
賛
成
し
、
住
民
要

求
を
骨
抜
き
に
す
る
修
正
案
に

は
反
対
し
ま
し
た
。

　

市
が
住
民
の
声
を
条
例
化
し

た
精
神
を
い
か
し
、
住
環
境
を

守
る
よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。

自
民
保
守
派
・
公
明
の

骨
抜
き
修
正
に
キ
ッ
パ
リ
反
対

「
住
環
境
守
れ
」の
運
動
が
新
規
条
例
へ

　

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
耐
震
強

度
偽
装
が
発
覚
す
る
な
か
、「
官

か
ら
民
へ
」
の
弊
害
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
12
月
議
会
で
は
、

民
間
ま
か
せ
の
流
れ
を
一
層
強

め
る
市
長
の
市
政
運
営
に
対
し
、

公
的
責
任
を
求
め
る
運
動
と
世

論
が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

　

公
立
幼
稚
園
の
存
続
を
求
め

る
運
動
は
、
わ
ず
か
半
年
で
１

万
７
千
超
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
、

市
議
会
で
は
、
流
山
幼
稚
園
と

江
戸
川
台
幼
稚
園
の
存
続
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域

自
治
会
が
新
線
新
駅
の
駐
輪
場

料
金
引
き
下
げ
を
求
め
る
陳
情

を
提
出
。
質
疑
で
は
、
市
か
ら

の
繰
入
を
増
や
せ
ば
料
金
引
き

下
げ
が
可
能
に
な
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
市
長
は
、
小
山
小

学
校
の
建
て
か
え
や
既
存
駅
駐

輪
場
の
運
営
、
公
共
施
設
の
運

営
・
管
理
な
ど
も
民
間
に
ま
か

せ
、
公
的
責
任
を
放
棄
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
引
き
続
き
、

市
民
の
声
を
市
政
に
届
け
、
行

政
の
責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め

て
い
ま
す
。

耐
震
強
度
偽
装
―
官
か
ら
民
へ
の
弊
害

駐
輪
場
も
学
校
建
て
か
え
も
、

あ
れ
も
こ
れ
も
民
間
ま
か
せ
で
い
い
の
か

　

「
今
の
生
活
を
守
る
た
め
に
、

も
う
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
」
と

12
月
10
日
、
『
流
山
市
生
活
と

健
康
を
守
る
会
』
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
24
日
に
は
『
国
保
を

よ
く
す
る
会
』
の
総
会
が
開
ら

か
れ
、
「
国
保
料
の
値
上
げ
は

許
せ
な
い
」
と
怒
り
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
苦
が
拡
大
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
12
月
14
日
、

国
保
運
営
協
議
会
で
、
市
当
局

は
国
保
料
の
値
上
げ
案
を
提
案

し
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
介
護

保
険
料
の
値
上
げ
も
計
画
。
国

保
・
介
護
の
負
担
増
に
よ
る
市

民
生
活
へ
の
影
響
は
深
刻
で
す
。

そ
の
た
め
、
近
隣
各
市
で
は
、

国
保
料
を
据
え
置
く
方
向
で
す
。

　

協
議
会
委
員
か
ら
も
「
も
っ

と
市
の
一
般
会
計
か
ら
繰
入
を

す
べ
き
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
「
国
保
・

介
護
の
負
担
増
は
ス
ト
ッ
プ
を
」

の
願
い
実
現
に
、
全
力
を
つ
く

す
決
意
で
す
。
ご
一
緒
に
力
を

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

「
こ
ん
な
時
に
値
上
げ
な
ん
て
許
せ
な
い
」

国
保
・
介
護
の
負
担
増
ス
ト
ッ
プ
を

「流山市生活と健康を守る会」  連絡先 7154-4509（草地）

　
「
痛
み
の
な
い
改
革
は
な
い
」（
市
長
）
と
、
市
民
の
負

担
増
、
サ
ー
ビ
ス
カ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
『
行
財
政
改

革
』
が
進
め
ら
れ
る
な
か
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
市
民

の
要
求
が
渦
巻
い
て
い
ま
す
。
12
月
議
会
で
は
市
民
か

ら
多
く
の
陳
情
が
提
出
さ
れ
、『
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い

て
の
陳
情
書
』『
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
費
助
成
に
つ

い
て
の
陳
情
書
』
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
議
会
で
も
地
域
で
も
市
民
の
願
い

を
取
り
上
げ
、
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
要
求
実
現
に

全
力
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

届け、がんばりました届け、がんばりました届け、がんばりました
市民の願い、地域の声市民の願い、地域の声市民の願い、地域の声

平和で明るく住みよい流山市をつくるために 第148号 （2）2006年１月発行
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小田桐たかし
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